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平成 22 年 5月 20 日（木）に第 3回検討委員会が開催されました。 

船橋の保育を深く理解・検討するために求められた詳細な資料や追加資料の説明の後、 

子育て支援の現場からの報告では、私立幼稚園や各機関の委員から報告がありました。

その一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、第 2回と第 3回の委員報告を受けて、会長が“検討委員会に問われていること” 

をまとめ、次回以降の議論の柱建てを行いました。 

 次回は待機児への効率的な対応と、地域で暮らす乳幼児期の子どもと家族への支援のあ

り方について検討していきます。 

 

会議の開催日については、事務局にお問い合わせいただくか市ホームページをご覧ください。 

 

☆ ☆ ☆ ご意見、ご感想をお待ちしています ☆ ☆ ☆ 
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価値観が変わってきた世の

中で、親の知恵や要望も生

かして子どもたちの育ちを

保障してくことが大切 

公立・私立・無認可の施設間

の連携を深め、研修や情報、

マンパワーなどの資源を共

有し、相互に支援し合いなが

ら質の高い保育を推進する

ことを期待する 

保育園や幼稚園に通う子ど

もと、在宅の子どもの虐待

防止にどう関わるか、家庭

をどう支援するかが課題 

保育士は子どもの発達を

保障するために、継続して

関わっていく必要があり 

経験年数を重ねていくこ

とが重要 
保育園を身近な育児相談の

場にしてほしい 

委員報告より 

社会と繋がりを持つ

ことができるから、 

保育園や幼稚園には

感謝している 


